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課題①［初診の待ち期間］
医師増員により初診件数は大幅に増加し、診療希望と均衡できた。
今後は待ち期間を短縮させつつ、不安解消につながる支援が課題。
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課題②［早期発見］
他の数値指標が全体的に向上する中
０～１歳児に関する相談人数は、
従来と変わらない傾向が続いている。
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これは、現行のスクリーニングに
おける限界の可能性もある。
今後「かおテレビ」の活用や、幼稚園
・保育所との情報共有や連携について
検討をしていく必要がある。

課題③［モニタリングの外部化］
体制強化により申込と新規作成の件数が均衡。
今後、利用状況が安定したケースのモニタリン
グを外部事業者に移行できるかが課題
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課題④［学齢期の子供に対する支援］
学齢期の児童・生徒についての相談件数が、昨年度より
増加しているが、これはこども未来センターの認知度の
向上や、発達支援についての意識の高まりによるものと
推定される。この場合、センター内だけでなく、学校園
・関係機関との連携の充実が必要と考える。

課題⑤［地域・学校園との連携］
こども未来センターの認知度が高まるなか、さまざまな
連携の取組件数は増加してきている。
また、教員向け研修も実施することができた。
今後も、地域や関係機関も含めた連携を強化したい。


